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■日本燃焼学会創立50周 年記念特集■

日本燃焼研究会 事 始

東京大学名誉教授 西 村 肇

私が大学院で燃焼の研究 をはじめた 1957年 頃 ,東 大工

学部には二人の有名な燃焼研究者がいました 機 械工学の

西脇仁一,化 学工学の矢木栄,航 空の熊谷清一郎です 私

はこの二人 の先生すべてに師事 し,燃 焼研究 とプラスアル

ファを教えていただ く幸運を得 ました 西 脇先生には学部

の卒論指導教官 として,矢 木先生には大学院修士の指導教

官 として,熊 谷先生には生涯のメンターとしてです

1957年 というのは,朝 af戦争景気が少 しカンフル剤にな

つたものの 日本経済は混乱停滞 をltl Lしきれず,大 学の研究

はひどい虚脱状態にあった時で す こ の二人は違っていま

した Combustion Synlposiunにでたこの頃の二人の論文は

いずれ も光 って い ます 熊 谷 の研 究 は第一 回の Snvcr

Mcdalを 得ました Thc nost distl■guishcd rcscart‐hに 与えら

れる賞 です 二 人の研究結果 は Symposttum volumcを見れ

ばわか ります力ヽ  ど んな状態 の中で どんな信条 と環境の中

でこの優れた研究を成 し遂げたのか,そ の実態を伝えられ

る人間は, もう私のほかにはいな くなりま した そ の責任

を感 じ正確に書 き残 します

西脇 先生

西脇先生は元航空研究所の助教授で したが,戦 後航空研

がな くなった時,特 別な恩恵で機械工学科に拾つてもらっ

た (先生の言葉通 り)人 です し たがって講義は持たせても

らえず,研 究室は物置の改装でうなぎの寝床のような所で

した 1時 間だけ特別講義があ りましたがその内容 と表現

は今 も忘れ ません 最 近の研究 ということで,団 体の熱伝

導 と電気伝導度の驚 くほど高い相関性を示 したあと,熱 伝

導を担 うのが自由電子の運動で はないか という考えを示 し

ました 自 分の推測,考 えを示す講義は初めてで驚きまし

た し かもその言い方が 「私共はそう考えているのでござ

いますJで した 学 生に向か って教授が自分のこ とを 「私

共Jと い うのも初 めてで したし,「ございますJも 初 めて

でした 学 生を完全に同格者 (pccめ扱いで した

この一回の話義で西脇研の人気 は急上昇 し,研 究室配属

は大変な激戦にな りました 研 究テーマはこの時は燃焼で

はな く熱伝達 で したが,先 生 から教えていただ いたのは
「絶えぎる好奇心」 と 「研究 を楽 しむ態度Jで した な に

しろ,6人 入れば人も通れない ほどの研究室 にはいろんな

ガラクタばか り放 り出してあるのです 一 つはスキー板に

つけてその回転速度 を記録す る非常 に軽い測定器で した
「猪谷君 (名スキー選つ とはスキー仲間ですが,あ の美 し

いフォームの秘密を明 らかにしたいと思って,彼 のスキー

につけさせてもらったのです」 という先生の説明で した

研究は楽 し くやるもの というの も先生の信条でした そ

のためには完聖を目指 して無理 はしないのが先生のス タイ

ルで した 「僕は 60点 主義ですJ力 S日く
ヾ
せで した 研 究 し

ていて面 白いのはそこまで とい う碓信が あったので しょ

う そ れを超えて完璧を目指す と莫大な時間 と努力が必要

になるが, それならもっと他にや りたヤヽ問題があると↓ヽう

意味だったので しょう 先 生のお宅 のオーディオは,先 生

が半分や っての完全手作 りで,当 時最高性能 のもので し

た

研究室の雰 囲気は楽しく華やか なものでした い つ も先

生の関係の美 しい女性がつぎつ ぎ訪れたか らです 一 人は

東大工学部女性卒業生の第 1号 で,奥 様の姪 と聞きました

が今 も忘れ られない美 しい方で した そ して春秋 のハイキ

ングは先生 のご家族 とこれら美 しい女性の参加で楽 しいも

のでした こ のような楽 しい雰囲気の研究室は当時,西 脇

研だけで した

当時の研究室のメ ンバーで忘れ られないのは Kさ んで

す Kさ んは結核を患 ったため就職がで きず,大 学院研究

生 として研 究室にいました し か し研究費がないので実験

できず学位取得 の目進がない状態で した そ こで先生が K

さんのために 日産に頼んで委託研究 費を取ってきま した

テーマはマ フラーの消音性能 と通気抵抗の関係です こ の

研究では騒音 レベルを測る必要がありましたが,1956年 当

時, 日本には騒 音計 という計器はあ りませんで した 唯 一

あつたのはアメリカ製の 1台 で都庁にありました そ こで

Kさ んが私を呼んで頼んだのは,都 庁にある騒音計の配禄

図を見て同 じものを作つて納入 して くれれば材料費の ほか

にアルバイ ト料 として 1万 円 くれるという話で した 当 時,

この程度の電気工作ができるの は私以外にいなかったか ら

です 私 が作つたこの騒音計で学位を取った Kさ んはその

後 日立に入 り,社 長になりました Kさ んとは金井務 さん

です

矢木先生

大学院進学を考えていた私が西脇先生のところに相談に
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行 くと 「熊谷君 もJと いって熊谷先生を含め,二 人の話に

な りました 私 が流れ と化学反応の同時現象 に興味がある

というと 「それなら矢木先生の所がよいJと いってす ぐ話

して下さい ました そ の結果,私 は無試験 で矢木先生の研

究室に移 ることができました

矢木研究室 の特徴は,非 常にリッチだったことです ま

ず当時東大 で, 自家用車で通学する教授は矢木先生
一人で

した 事 はシボレーで した 国 産の乗用 草はなかったから

です 当 時は外貨規制が厳 しく,海 外雑誌は Naturcなど2

～ 3極 が学部図書館にあるだけでしたが,矢 木研究室には

10種 類以上の海外雑誌がバ ックナンバーつ きでそろってい

ました ま た他では絶対に見 られない英米出版の最新刊書

籍が豊富にあ りました 広 い教授室 の半分が書棚 と問覧室

になっていて,い つも大学院生のほか,2～ 3人 の企業の

研究者が利用 していました 企 業では買 えない雑誌や本だ

ったか らです 彼 らは真剣 にこれらの文献を読 み,筆 記 し

ていました 当 時は印刷物を複写する技術が なかったから

です 一 方自分で発表する配布資料を作るには,鉄 ヤス リ

の上に置いたパラフイン紙に鉄筆で字を書 き,そ れにイン

クをなす りつけて刷る 「ガリ版印刷Jだ けが頼 りで した

当時,私 はロシ ア語 の文献 を通 して Zcldovich,Flallk

KamcnctskよぅLcvLhら ソ連の反応性流体力学 の発展に通 じ

ていましたか ら,研 究はこれ を発展させる理論研 究を希望

しま したが認 められ ませんで した 「工学部の研究 は企業

ではできない基礎研究であるとこは必要だが,企 業が強い

関心をもつ研究でなければならないJ力S先生の信条だった

か らです

先生が 「やれJ と命 じたテーマは 「移動床を用 いたメタ

ンの部分燃焼によるアセチレンの製造」です こ れは産学

共同研究を実現 したい先生が単 なる思い付きで言つたテー

マですが, あまりに魅力的なテーマであったた め,2社 か

ら3人 の研究員がす ぐ大学に派遣されて しまいました と

ころがこれ を指導するはずの国井大蔵先生が突然留学 する

ことになったため,研 究指導 と実行の全責任が修± 2年 の

私にまわって来たのです

みんなモーレツ社員で朝 9時 には来ては指示を仲 ぎます

か ら大変で す 私 が理論的検討か ら始めようとしても 「理

屈はあとJ,「すぐ結果を出したい」 と聞きませ ん 小 型プ

ラント装置 を設計できるのは機械屋の私一人の仕事で,図

面をか きまくりました そ れが鉄工所 にまわ っている問,

分析用のガスクロマ トグラフを作 りました も ちろん日本

に実物はな く, ただ一冊の英文書を頼 りに,す べて手作 り

しました 熱 伝導差検 出器に必要な白金フィラメント電極

は日黒のク リスマスツリー電球工場を訪ね歩 き,無 理いっ

て作つても らいました こ れをホイース トンブリッジに組

みす出て来 る不平衡電圧の増巾には NECが 売 り出したば

か りのゲルマニラム トランジス ターを使いました た だし

電圧増巾の真空管 とは勝手が運 いぅ抵抗値など回路定数を

どうきめて よいかわか らず苦労 しました 教 えて くれ る人

が一人もいなかったか らです シ リコントランジスターが

常用になる 10年 前のことです

こうして 3～ 4ヶ 月で装置 と分析装置を作 り上↓デ,実 験

に入 りましたが,メ タンが部分燃焼すると一酸化炭素がで

きるばか りで一向にアセチレンはできません す ると 「酸

素を使って はJと いう指示 が,ど こか上の方か らありまし

た 成 果を急 ぐK君 が大乗 り気なので,酸 素濃度を 20%

か ら徐々に上 げて行 きましためS,4～ 5日 後 50%に 達 し

た時大爆発 をおこしました 丁 度介当を食べるため 「のぞ

き窓 Jに 製図板を立ててその後 ろにいた時で したが,製 図

板の裏を見 てぞつとしました の ぞき窓の破片が細かいガ

ラスウールになって製図板全体 に突 き刺さっていたか らで

す 実 験中なら全盲になるところで した 私 は以後酸素を

使 う実験はやめましたが,あ きらめなかった K君 は会社に

帰ってか らこの実験を続け 1年 後爆発で死亡 しました

熊谷先生

企業 との共 同研究の問題点を痛感 した私は,熊 谷先生に

相談に行き, もっと基礎 的な燃焼研究をした いと希望をの

べました す ると丁度航空技術研究所が開所 し,燃 焼研究

室力式できるか らどうだとV うヽこ とにな り, 先生力`話 して下

さってそち らに就職 しました た だし,熊 谷先生は航空技

研 とは関係 を持っていなかったので燃焼の研究で指導 を受

けたことはあ りません 熊 谷先生 と深 くいろいろお話す る

ようになったのは,私 が独立の研究者 として,自 動車公害,

排ガス規制の問題 と取 り組んで以後です

当時ぅ熊谷先生 と親 しかったと言える人はほとんどいな

いと思います 単 純に 「こわいJと 思った人 が多いと思い

ます 長 身痩駆,顔 面蒼自で,「寄 らば斬 るぞ」の雰 囲気

があつたか らです 燃 焼研究会 の懇親会などでも,よ もや

ま話で談笑 する委を見たことはあ りません 一 人で立って

おられるので話かけると,一 切の微笑 はな く, キッと目を

見据えられて しまいます 弟 子や学生 に対する態度 も同じ

で した 西 脇先生の ように学生を家に招 くとか,共 にハイ

キングするなど考えられませんでした

熊谷先生はあらゆる意味で西脇先生 とは対照的であった

と思います 西 脇先生に とっては研究は楽 しむべきもので

あり,対 象は面 白ければ何でもよかったのですが,熊 谷先

生の場合ぅ関心はレシプロエンジン内の燃焼一本にしばら

れていました 研 究は真剣 な行為であ り楽 しみ を期待する

のは論外で した 当 然目指すのは完全な成果であり60点

での転戦は許 されませんで した し たがって,研 究につい

て先生 と信 念を共にする人でな ければ,先 生の弟子 であ り

続けることはむずか しかった と思います 有 名な 「無重力

液滴燃焼 J論 文の共著者で,実 験を実際 に遂行 したのは教

養学部にいた磯田先生 (私の図学の先生)で すが,本 郷で会

うとニヤッと笑って 「オヤ ジに会わないよ うにしている

まだ宿題がで きていないか ら」 と言ってま した 石 英線で

つるした液滴の自由落下燃焼実験のあと,今 度は 「自由に

空間に浮いた液4tjの自由落下燃焼実験Jと いう超高度課題
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を指示され,難 渋 していた様子で した 単 に難渋す るとい

うより,そ こまでや るに値することなのか迷いがあったの

ではないか と想像 します (結局 この問題は法政大学か ら

研究生で来 ていた岡島さんが,超 人的多力の末見事解決 し

ました )

磯田先生か らは自由落下実験の実際について,い ろいろ

伺 うことができました 実 験は機械 工学科の昔の建物にあ

る地下か ら 3階 までのらせん階段の吹き抜 け〕高さ 12メ

ー トルを使 つて夜中に行なわれ ました 非 常に高価 なカメ

ラを組み込 んだ装置をそっと落 とす訳ですが,地 下室には

時速 30 klllほどで落ちて来る装置を安全に止めるため, フ

トンをうず高 く積んだそうです こ のフトンは多分,空 襲

で焼け出されて以来 長いことこの建物の一隅に家族で住

んでいた熊谷先生一家のものだったと思います

熊谷先生の講義の特長は数式を使わないことでした 私

の記憶 に残ってい る唯一の数式は層流燃焼速度 Suに 関す

る Su=Usin α だけです!私 などは,複 雑な現象を高等な
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数学 で一気に解決 した研究 を美 しい研究 と思 いが ちです

が,先 生の信条 は,基 礎的な数学で も扱えるところまで現

象の方を簡 単化することで した こ の一徹な態度が世界に

輝 く結果を生んだ と思います

以上,西 脇 ,矢 木,熊 谷二先生 の燃焼研究会発足当時の

姿をあ りのままに記 しました で も, これは 1957年 ごろ

という一瞬 のスナップショットで,生 涯を通 じての姿 と真

骨頂ではあ りません こ れについては熊谷先生については

文献 1,矢 木先生について は,文 献 2を 見ていただけれ ば

と思います

文 献

1 西 村肇 「裁かれる自動車J中 公新書 1976年

2 西 村肇 「どうしたら独創的研究ができるかJ現 代化学
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